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第第
6060
回回  

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

　

次
の
方
々
が
各
関
係
団
体
か
ら
晴
れ

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
二
〇
二
五
年
五
月
十
六
日

　
中
部
電
気
工
事
協
力
会
連
合
会

　
会
長
表
彰

　
（
優
良
技
能
工
事
店
社
）

　

伊
勢
セ
ン
タ
ー

�

有
限
会
社
玉
城
電
機
工
事　

様

　

四
日
市
セ
ン
タ
ー

�

有
限
会
社
勝
山
電
機
商
会　

様

○
二
〇
二
五
年
七
月
一
日

　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

　
株
式
会
社
三
重
支
社
長
表
彰

　
（
現
場
監
督
者
安
全
表
彰
）

　

伊
賀
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社
エ
ー
デ
ン

�

藤
澤　

大
眞　

様

　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

　
株
式
会
社
四
日
市
支
社
長
表
彰

　
（
現
場
監
督
者
安
全
表
彰
）

　

桑
員
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社
サ
ン
ロ
ッ
ク

�

伊
藤　

徳
照　

様

石原理事長あいさつ

和田博副理事長

岡正人常任理事

関
係
団
体
の
表
彰

三
重
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理 

事 

長
（
上　

野
）
石　

原　

和　

夫

副
理
事
長
（
松　

阪
）
森　

井　

貞　

彦

　

 

〃 　
（　

津　

）
川　

上　

忠　

康

　

 

〃 　
（
伊　

勢
）
植　

田　

幸　

成

常
任
理
事
（
桑　

名
）
黒　

田　

幹　

司

　

 

〃 　
（
四
日
市
）
伊　

東　

克　

浩

　

 

〃 　
（
伊　

勢
）
内　

田　

賢　

樹

　

 

〃 　
（
鈴　

鹿
）
明　

田　

一　

士

理　
　

事
（　

津　

）
楠　
　
　

幸　

治

　

 

〃 　
（
上　

野
）
南　

出　

政　

彦

　

 

〃 　
（
松　

阪
）
長　

谷　

一　

男

　
 

〃 　
（
松　

阪
）
水　

本　

松　

一

　
 

〃 　
（
尾　

鷲
）
植　

村　
　
　

均

　

 
〃 　
（
伊　

勢
）
長
谷
川　

隆　

昭

　

 
〃 　
（
四
日
市
）
若　

林　
　
　

忠

　

 

〃 　
（
員　

弁
）
多　

湖　

盛　

夫

　

 

〃 　
（
青
年
部
）
西　

村　

泰　

輝

　

 

〃 　
（
青
年
部
）
西　

尾　

浩　

司

監　
　

事
（
伊　

勢
）
鞆　

田　

博　

章

　

 

〃 　
（
鈴　

鹿
）
松　

井　

幸　

紀

新

役

員

名

簿

　

二
〇
二
五
年
五
月
二
十
六
日　

三
重
電
気
会
館
に
お
い
て
、
三
重

県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
第
六
十

回
通
常
総
代
会
が
、
総
代
五
十
三

名
（
本
人
出
席
四
十
名
、
委
任
状

出
席
二
名
、
書
面
出
席
十
一
名
）

全
員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
三
重
県
議
会
議
員

中
川
正
美
様
、
三
重
県
防
災
対
策

部
消
防
・
保
安
課
長
辻
健
太
郎

様
、
同
主
幹
松
浦
晋
様
に
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
の
理
事
長
あ
い
さ
つ
で

は
、「
若
手
の
人
材
育
成
や
男
女

共
同
参
画
時
代
に
対
応
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
検
討
、
働
き
や
す

い
環
境
を
作
る
た
め
に
組
合
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

本
会
は
、
司
会
の
桑
名
支
部
黒

田
幹
司
氏
が
務
め
、
議
長
に
員
弁

支
部
岡
正
人
氏
を
選
出
し
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
七
号
議
案

ま
で
順
次
提
案
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
に
お
い
て
原
案
ど
お
り

に
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
関
連
事
業
で
あ
る
政

治
連
盟
の
収
支
報
告
が
承
認
さ
れ

た
。

　

な
お
、
今
回
は
役
員
改
選
期
で

あ
り
、
理
事
長
は
じ
め
十
八
名
の

理
事
と
二
名
の
監
事
が
選
出
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
本
総
代
会
を
も
っ
て
役

員
を
退
任
さ
れ
る
和
田
博
氏
（
監

事
・
理
事
通
算
二
十
三
年
間
）
と

岡
正
人
氏
（
理
事
通
算
十
六
年

間
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

　

最
後
に
森
井
副
理
事
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
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い
て
原
案
ど
お
り
に
可
決
承
認
さ

れ
た
。

　

今
回
は
、役
員
改
選
期
で
あ
り
、

正
副
会
長
は
じ
め
役
員
十
四
名
が

選
出
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
プ
レ
デ
ン
シ
ャ

ル
生
命
保
険
様
か
ら
講
師
派
遣
を

受
け
て
「
利
益
構
造
の
し
く
み
」

に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

二
〇
二
五
年
五
月
三
十
日　

三

重
電
気
会
館
に
お
い
て
、
三
重
県

電
気
工
事
業
工
業
組
合
青
年
部
会

の
第
四
十
四
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

会
員
七
十
五
名
中
七
十
一
名

（
本
人
出
席
二
十
九
名
・
委
任
状

出
席
二
名
・
書
面
出
席
四
十
名
）

が
出
席
し
、
来
賓
と
し
て
同
組
合

石
原
理
事
長
、
森
井
副
理
事
長
、

川
上
副
理
事
長
が
出
席
さ
れ
た
。

　

四
日
市
支
部
の
和
田
孝
洋
氏
の

司
会
で
開
会
さ
れ
、
粕
谷
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
、「
今
年
度
は
、

若
い
経
営
者
の
青
年
部
会
へ
の
加

入
促
進
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し

て
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
石
原
理
事
長
が
来
賓

を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

鈴
鹿
支
部
の
中
西
誠
氏
が
議
長
に

選
出
さ
れ
て
議
案
審
議
に
入
っ

た
。　

第
一
号
議
案
「
二
〇
二

四
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
報
告
承
認
に
つ
い
て
」、

第
二
号
議
案
「
役
員
選
出

に
つ
い
て
」、
第
三
号
議
案

「
二
〇
二
五
年
度
事
業
計
画

案
及
び
収
支
予
算
案
承
認

に
つ
い
て
」
順
次
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ

粕谷会長あいさつ

第第
4444
回回

青
年
部
会

青
年
部
会

��
通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

会
　
　
長

　

松　

阪　

西　

村　

泰　

輝

副 

会 

長

　

上　

野　

西　

尾　

浩　

司

　
　

津　
　

鈴　

木　

翔　

太

　

員　

弁　

岡　
　
　

正　

輝

支 

部 

長

　
　

津　
　

飯　

田　

博　

士

　

上　

野　

谷　
　
　

鉄　

哉

　

松　

阪　

西　

村　

泰　

輝

　

伊　

勢　

下　

井　
　
　

貞

　

四
日
市　

古　

川　

泰　

久

　

桑　

名　

梁　

瀬　

和　

矢

　

員　

弁　

岡　
　
　

正　

輝

　

鈴　

鹿　

土　

性　

太　

一

監
　
　
事

　

上　

野　

前　

田　

三
千
仁

　

伊　

勢　

前　

田　
　
　

航

相 

談 

役

　

松　

阪　

東　

川　

直　

輝

　

四
日
市　

粕　

谷　

優　

樹

青
年
部
会
新
役
員
名
簿
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会 員

寄 稿

津
支
部

津
支
部

私
のル

ー
テ
ィ
ン

三
重
電
業
株
式
会
社

楠
　
幸
治

　

私
は
Ｆ
１
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｐ
、

Ｗ
Ｒ
Ｃ
と
い
っ
た
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
必
ず
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
観
戦
し
て
い
ま
す
（
時

差
が
大
き
な
地
域
の
大
会
は
さ
す

が
に
無
理
で
す
が
）。
Ｆ
１
で
は
最

先
端
の
空
力
・
シ
ャ
ー
シ
・
パ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
技
術
と
チ
ー
ム
戦
略
が

織
り
な
す
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
な
攻
防
、

モ
ト
Ｇ
Ｐ
で
は
ラ
イ
ダ
ー
と
マ
シ

ン
が
一
体
と
な
っ
た
究
極
の
走

り
、
そ
し
て
Ｗ
Ｒ
Ｃ
で
は
自
然
を

舞
台
に
し
た
過
酷
な
ラ
リ
ー
競
技

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
心
を
惹
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
も
日
本
人
選
手
が
活
躍
し
て

お
り
、
応
援
に
更
に
熱
が
入
り
ま

す
。
寸
分
の
違
い
で
、
非
常
に
大

き
な
事
故
が
発
生
し
た
り
、
身
に

危
険
が
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
対

し
て
、
可
能
な
限
り
の
安
全
対
策

を
施
し
、
全
員
が
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ル
ー
ル
を
順
守
し
た
上

で
競
技
に
挑
ん
で
い
く
と
い
う
部

分
が
、
私
達
の
日
頃
の
電
気
工
事

の
現
場
と
同
じ
様
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
惹
き
つ
け
ら
れ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上
野
支
部

上
野
支
部

あ
る
家
族
と
の

出
会
い

松
生
電
気
工
業

松
生
　
勝
美

　

平
成
25
年
５
月
、
自
宅
の
自
販

機
の
前
で
１
台
の
車
が
止
ま
っ

た
。
暫
く
す
る
と
、
車
内
が
騒
が

し
く
な
っ
た
の
で
声
を
か
け
た
。

ど
う
も
近
く
で
催
さ
れ
て
い
る

「
田
植
え
体
験
」
に
大
阪
か
ら
来
た

が
た
ど
り
着
け
ず
、
走
り
回
っ
た

挙
句
、
娘
が
車
酔
い
し
て
、
汚
れ

た
物
を
洗
お
う
と
止
ま
っ
た
と
言

う
。

　

疲
れ
き
っ
た
様
子
な
の
で
、
自

宅
に
招
き
休
息
を
と
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。
妻
が
作
っ
た
「
ふ

き
俵
」
と
お
茶
を
出
す
と
、
お
腹

が
空
い
て
い
た
の
か
３
人
と
も
お

い
し
そ
う
に
食
べ
た
。

　

こ
の
何
で
も
な
い
出
会
い
か
ら

つ
な
が
り
続
け
て
12
年
が
経
つ
。

生
粋
の
大
阪
人
の
彼
と
家
族
が
、

連
泊
で
米
作
り
（
獣
害
対
策
か
ら

籾
摺
り
迄
）
を
し
て
、
仕
事
も
電

話
を
す
る
と
都
合
を
つ
け
て
来
て

く
れ
る
。
団
塊
世
代
生
ま
れ
の
私

に
は
、
心
強
い
味
方
だ
。

　

こ
の
家
族
と
の
縁
は
、
か
け
が

え
の
無
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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松
阪
支
部

松
阪
支
部

野
球
の
試
合
前
の

ル
ー
テ
ィ
ン

株
式
会
社
美
和
電
工

中
山
　
智
尋

　

私
の
趣
味
で
あ
る
野
球
試
合
会

場
ま
で
に
好
き
な
音
楽
を
聴
き
、

そ
の
日
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
な
が

ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
試

合
に
備
え
ま
す
。

　

い
つ
も
同
じ
事
の
繰
り
返
し
で

す
が
、
試
合
に
集
中
す
る
事
が
出

来
ま
す
。

　

試
合
が
終
わ
っ
た
後
に
、
自
分

な
り
に
良
か
っ
た
所
、
悪
か
っ
た

所
を
思
い
考
え
、
次
に
繋
が
る
よ

う
に
常
に
工
夫
を
し
て
や
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
仕
事
で
も
現
場
に
行
く

前
に
、
し
っ
か
り
仕
事
内
容
を
把

握
し
、
効
率
よ
く
出
来
る
よ
う

ミ
ー
テ
ン
グ
を
行
い
同
じ
思
い
の

元
、
安
全
第
一
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

趣
味
で
も
、
仕
事
で
も
、
気
を

抜
か
ず
に
油
断
せ
ず
に
、
自
分
自

身
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
鷲
支
部

尾
鷲
支
部

朝
のル

ー
テ
ィ
ン

尾
鷲
電
設
株
式
会
社

湯
浅
　
生
子

　

私
の
朝
は
、
ペ
ッ
ト
の
兎
に
ご

は
ん
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
あ
げ
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
布
団
を
た
た
ん
で
今

度
は
兎
の
給
水
ボ
ト
ル
の
水
を
替

え
て
ゲ
ー
ジ
に
散
乱
し
た
抜
け
毛

や
チ
モ
シ
ー
を
拾
い
集
め
ま
す
。

終
わ
っ
た
ら
、
次
は
ク
ワ
ガ
タ
の

お
世
話
の
番
で
す
。

　

飼
育
ケ
ー
ス
の
中
の
枯
れ
葉
や

マ
ッ
ト
に
霧
吹
き
を
し
て
昆
中
ゼ

リ
ー
を
取
り
替
え
ま
す
。

　

作
業
の
合
間
に
部
屋
の
窓
か
ら

孫
達
の
登
校
を
見
送
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
か

ら
朝
食
を
済
ま
せ
自
身
の
出
勤
準

備
を
始
め
ま
す
。

　

仕
事
が
休
み
の
日
な
ど
は
、
起

床
が
遅
か
っ
た
り
、
孫
達
の
見
送

り
が
な
か
っ
た
り
で
朝
の
ル
ー

テ
ィ
ン
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

伊
勢
支
部

伊
勢
支
部

私
のル

ー
テ
ィ
ン

祐
電
気
工
事

岡
部
　
祐
二

　

今
か
ら
約
30
年
前
、
私
は
宇
治

山
田
商
業
高
校
で
甲
子
園
出
場
を

目
指
す
高
校
球
児
で
し
た
。
野
球

に
お
け
る
ル
ー
テ
ィ
ン
と
い
え
ば
、

イ
チ
ロ
ー
選
手
が
毎
朝
カ
レ
ー
を

食
べ
て
い
た
こ
と
や
、
大
谷
翔
平

選
手
の
睡
眠
習
慣
が
有
名
で
す

が
、
当
時
の
私
た
ち
の
チ
ー
ム
メ

イ
ト
も
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り
の

ル
ー
テ
ィ
ン
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
深
呼
吸
を
３
回
す
る
、

マ
ウ
ン
ド
に
上
が
る
前
に
グ
ロ
ー

ブ
の
紐
を
引
っ
張
る
、
な
ど
で
す
。

私
の
ル
ー
テ
ィ
ン
は
、「
試
合
の
日

に
母
の
作
っ
た
焼
き
お
に
ぎ
り
を

食
べ
る
と
、
い
い
プ
レ
ー
が
で
き

る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
母
は

た
く
さ
ん
の
焼
き
お
に
ぎ
り
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
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つ
し
か
、
私
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム

全
体
の
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

長
良
川
球
場
で
行
わ
れ
た
東
海

大
会
の
準
決
勝
と
い
う
大
一
番
に

も
、
た
く
さ
ん
の
焼
き
お
に
ぎ
り

を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
惜
し
く

も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私

に
と
っ
て
ル
ー
テ
ィ
ン
と
は
、
甲

子
園
へ
の
熱
い
思
い
と
母
の
焼
き

お
に
ぎ
り
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
大
切
な
存
在
で
す
。

四
日
市
支
部

四
日
市
支
部

行
っ
て
み
て

よ
か
っ
た
場
所

「
岐
阜
県 

さ
る
と
び
」

藤
田
電
機
工
業
株
式
会
社

藤
田
　
美
佐

　

私
の
お
気
に
入
り
の
お
店
「
さ

る
と
び
」
は
、
勢
い
の
あ
る
川
の

流
れ
の
川
沿
い
に
あ
り
、
岐
阜
県

の
山
に
か
こ
ま
れ
た
自
然
が
い
っ

ぱ
い
の
「
鮎
料
理
」
の
お
店
で
す
。

　

初
め
て
行
っ
た
時
は
、「
折
角
だ

か
ら
、
一
番
イ
イ
コ
ー
ス
に
し
よ

う
。」
と
注
文
し
ま
し
た
。
次
か
ら

次
へ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ

沢
山
の
鮎
料
理
が
出
て
き
て
、

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
特
に
鮎
の

フ
ラ
イ
は
胸
ひ
れ
で
立
っ
て
い
て

面
白
か
っ
た
で
す
。
鮎
の
甘
露
煮

は
今
ま
で
食
べ
た
中
で
も
断
ト
ツ

に
お
い
し
く
頭
の
小
骨
が
溶
け
て

い
て
柔
ら
か
か
っ
た
で
す
。
他
に

も
鮎
の
刺
身
、
鮎
の
吸
い
物
、
鮎

の
塩
焼
き
、
ど
れ
を
食
べ
て
も
新

鮮
で
心
と
体
が
み
た
さ
れ
た
料
理

で
し
た
。
そ
の
後
は
、
お
店
の
裏

手
に
あ
る
木
々
の
広
が
っ
た
川
で

散
歩
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
あ

び
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
も
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。
絶
対
に
お
勧
め
な
の
で
一
度

行
っ
て
み
て
下
さ
い
ね
。

桑
名
支
部

桑
名
支
部

ペ
ッ
ト
の

ル
ー
テ
ィ
ン

森
永
電
気
商
会

森
永
　
雅
久

　

私
に
は
特
に
ル
ー
テ
ィ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ペ
ッ
ト
の
ル
ー

テ
ィ
ン
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
は
犬
の
チ
ワ
ワ（
毛
色
：

ク
リ
ー
ム
）
で
す
が
幼
犬
の
頃
は

真
っ
白
だ
っ
た
の
で
、
息
子
が
ホ

ワ
イ
ト
（
ホ
ワ
）
と
名
付
け
ま
し

た
。

　

毎
晩
ホ
ワ
と
一
緒
に
寝
て
い
ま

す
が
、
大
抵
は
私
よ
り
先
に
寝
室

に
行
き
イ
ビ
キ
を
か
い
て
寝
て
い

ま
す
。

　

私
が
寝
室
に
入
る
と
ム
ク
ッ
と

起
き
て
私
の
枕
の
上
に
乗
り
、
尻

尾
を
振
り
な
が
ら
お
座
り
を
し
て

私
を
待
ち
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
枕
に

頭
を
近
づ
け
る
と
、
ホ
ワ
は
両
手

で
私
の
頭
を
押
さ
え
つ
け
顔
を
ひ

た
す
ら
舐
め
て
き
て
、
そ
の
あ
と

布
団
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　

暫
く
す
る
と
布
団
か
ら
出
て
、

リ
ビ
ン
グ
の
ケ
ー
ジ
で
大
便
を
す

る
の
で
私
は
そ
れ
を
処
理
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
ペ
ッ
ト
の
ル
ー
テ
ィ
ン

で
す
。

　

よ
く
考
え
る
と
冒
頭
で
私
に
は

特
に
ル
ー
テ
ィ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

と
述
べ
ま
し
た
が
、
ホ
ワ
に
頭
を

押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
顔
を
な
め
ら

れ
、
大
便
を
処
理
す
る
事
が
私
の

ル
ー
テ
ィ
ン
で
は
な
い
か
と
気
付

き
ま
し
た
。

　

取
る
に
足
り
な
い
話
で
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

行
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
お
店
や
場
所

　

石
垣
島
で
の
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
で
す
。
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員
弁
支
部

員
弁
支
部

ヒ
カ
リ
電
気
土
木
株
式
会
社

近
藤
　
泰
行

適
度
な
運
動

　

運
動
と
聞
く
と
構
え
て
し
ま
う

か
も
し
ま
せ
ん
が
、特
別
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
は
な
く
、
少
し
だ
け
体

を
動
か
す
事
を
日
々
の
生
活
で
意

識
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
歩
い

て
み
る
。
出
来
る
だ
け
階
段
を
使

う
。
帰
り
道
で
少
し
遠
回
り
を
す

る
等
。

　

き
っ
か
け
は
出
張
先
で
乗
っ
た

体
重
計
。
思
わ
ず
目
を
背
け
た
く

な
る
経
験
は
誰
し
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
動
機
は
何
に
せ
よ
、
日
々

の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
健
や
か
な

結
果
に
つ
な
が
り
、
４
月
か
ら
心

が
け
た
こ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
が
６
月

の
健
康
診
断
で
保
健
指
導
か
ら
卒

業
で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
で
も
目
を
背
け
た
く
な
る

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
こ
つ
こ

つ
と
進
む
気
持
ち
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

車
の
点
検

　

当
社
の
重
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
車
の
こ
ま
め
な
オ
イ
ル

交
換
が
あ
り
ま
す
。

　

社
有
車
は
乗
用
車
と
違
い
走
行

距
離
が
比
較
的
伸
び
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
気
づ
い
た
ら
何
も
せ
ず

数
万
キ
ロ
な
ん
て
事
も
記
憶
に
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
、
車
の
性

能
と
寿
命
を
左
右
す
る
重
要
な
要

素
だ
と
思
い
ま
す
。
適
切
な
時
期

に
オ
イ
ル
交
換
を
行
う
こ
と
を
社

員
が
意
識
す
る
の
も
一
つ
の
ル
ー

テ
ィ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
管
理
者
の
立
場
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
常
点
検
と
併
用
し

て
こ
の
習
慣
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
鹿
支
部

鈴
鹿
支
部

現
場
職
人
の
朝
の

ル
ー
テ
ィ
ン

有
限
会
社
岡
由
電
気
工
事

岡
田
　
薫

　

私
の
毎
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
は
、

ま
ず
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
て

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

現
場
の
動
き
や
急
な
連
絡
を
見

逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
一
手

間
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

天
気
予
報
や
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス

を
確
認
し
、
そ
の
日
の
作
業
内
容

や
持
ち
物
を
微
調
整
し
ま
す
。

　

造
改
築
の
仕
事
が
多
い
た
め
、

必
要
な
材
料
の
確
認
も
徹
底
し
て

行
い
ま
す
が
、
近
年
は
材
料
費
の

高
騰
が
深
刻
で
、
配
線
工
事
一
つ

取
っ
て
も
無
駄
が
出
な
い
よ
う
常

に
神
経
を
使
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
場
で
は
設
計
変
更
や
施
主
様
の

ご
要
望
に
よ
る
位
置
変
更
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
び
に
残

材
が
出
て
し
ま
う
の
は
悩
み
ど
こ

ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
大
工
さ
ん
や
施
主
さ
ん
と

の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
何
よ
り

重
要
だ
と
日
々
感
じ
ま
す
。
小
さ

な
積
み
重
ね
が
、
よ
り
良
い
現
場

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、

今
日
も
仕
事
に
向
か
い
ま
す
。
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前号以降の会員異動は下記のとおりです。名簿の追加修正をお願いします。（事務局）

▲

会 員 異 動 の お 知 ら せ ▲

支部名種　別コ－ド番　号 事　業　所　名 代　表　者 郵便番号 住　　　　所 電 話 番 号 登録（届出）
番　　　号

鈴　鹿 入　会 34785 ㈱辻 電 工 辻　　雅陽 514-0126 津市大里睦合町195-1 090-5624-3329 03-208

鈴　鹿 入　会 34786 ㈱エースライト 藤本　健人 510-0257 鈴鹿市東磯山一丁目38-1 059-373-7808 07-027

津 入　会 31147 ㈲ネオエンジニアリング 𠮷田　生男 514-0819 津市高茶屋六丁目16-34 059-235-1588 届出
24-055

津 入　会 31359 ㈱内 田 電 機 内田　善幸 515-2511 津市一志町片野553-136 059-271-5650 届出
21-013

津 入　会 31148 Ｅ Ｄ Ｓ 江﨑　靖啓 514-0008 津市上浜町6丁目195-11 07-026

桑　名 退　会 34467 ㈲日の出電気商会 加藤　　剛 511-0854 桑名市蓮花寺1302-6 0594-21-2251 03-038

鈴　鹿 退　会 34715 伊 藤 電 機 商 会 伊藤　裕一 513-0043 鈴鹿市長太栄町四丁目14-18 059-385-0327 03-048

四日市 退　会 34081 ㈱イ シ ン 奥田　英明 510-0835 四日市市大井手3丁目6-3 059-351-6692 届出
51-010

員　弁 退　会 34649 ㈲嶋田電気設備 嶋田　賢児 511-0231 員弁郡東員町笹尾西2丁目21-13 0594-76-4915 届出
00-010

員　弁 退　会 34647 近 藤 電 気 近藤　　正 511-0215 いなべ市員弁町東一色541 0594-74-2839 04-122

伊　勢 退　会 33017 ㈲牛 場 電 気 牛場　貴夫 516-0017 伊勢市神久5丁目8-47 0596-24-4111 05-144

伊　勢 退　会 33408 志摩電化センター浜島店 山本　泰通 517-0404 志摩市浜島町浜島1787-6 0599-53-0249 04-011

伊　勢 退　会 33451 山 本 電 機 商 会 山本　清人 516-0221 度会郡南伊勢町宿浦1151 0599-69-2215 03-110

伊　勢 退　会 33103 ㈲坂 本 電 設 坂本東海男 516-0051 伊勢市上地町450-20 0596-25-3428 04-130

津 退　会 31037 電化ショップタカノ 高野　正彦 514-0051 津市納所町939 059-227-4597 03-064

松　阪 退　会 32139 小 林 電 気 工 事 小林　清男 515-0317 多気郡明和町池村736-1 0596-52-0720 06-199

四日市 退　会 34176 金 津 電 気 工 事 金津　三秋 510-1251 三重郡菰野町千草2261-2 059-394-0436 02-126

津 退　会 31015 ㈲小野電気商会 小野　新也 514-0313 津市香良洲町5701 059-292-3705 03-041
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三重県電気工事業工業組合
株式会社三重県電気工事協力会

＝ 安　全　標　語 ＝

面倒と　思う心に　事故潜む

おこたるな　基本作業と　正しい手順

まあいいか　詰めが甘いぞ　事故のもと会報はホームページでも
ご覧いただけます。

支部名種　別コ－ド番　号 事　業　所　名 代　表　者 郵便番号 住　　　　所 電 話 番 号 登録（届出）
番　　　号

松　阪 承　継 32172 ナカムラ電気設備 中村　祐哉 515-2352 松阪市嬉野八田町186-16 0598-42-8025 07-004

上　野 承　継 31485 今 井 電 工 今井　　誠 518-0025 伊賀市西高倉5127-2 0595-24-0450 07-005

伊　勢 承　継 33136 ㈱ｔ ｏ ｉ ｒ ｏ 吉村　英納 519-0503 伊勢市小俣町元町1822-1 0596-22-1853 届出
25-006

員　弁 変　更 34612 ㈱十社電気商会 川瀬　弘也 511-0427 いなべ市北勢町麻生田麻野3466 0594-72-3055 届出
89-004

上　野 変　更 31506 ㈲南 出 電 気 南出　政彦 518-0869 伊賀市上野中町3003-1 0595-21-2805 届出
17-027

伊　勢 変　更 33047 美 津 電 気 商 会 東浦　孝文 519-0603 伊勢市二見町三津305 0596-43-2776 03-052

松　阪 変　更 32007 ㈱伊 勢 電 機 高坂　顕壮 515-2324 松阪市嬉野町1446-13 0598-42-2236 03-235

鈴　鹿 変　更 34786 ㈱エースライト 藤本　健人 510-0257 鈴鹿市東磯山一丁目38-1 059-373-7808 07-027

四日市 変　更 34180 音 羽 電 気㈱ 粕谷　友宏 510-1252 三重郡菰野町音羽758 059-393-1418 届出
86-004

松　阪 変　更 32130 西 川 電 気 工 事 西川　達也 515-2356 松阪市嬉野上野町1277-5 ＦＡＸ変更
0598-43-2330 04-225

松　阪 変　更 32185 ㈱東　　　　　進 東川　直輝 515-0044 松阪市久保町118-1 0598-21-1273 届出
11-012
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2025年度　９月以降　各種実施講習会紹介

講　習　会　名 実　　施　　日 時　　間 会　　場

低圧電気取扱業務特別教育 2025年11月19日（水） 9：00～19：00 三 重 電 気 会 館

令
和
６
年
12
月
15
日

松
阪
支
部

小
林
電
気
工
事

小
林
　
清
男
様
（
85
歳
）

令
和
７
年
１
月
29
日

四
日
市
支
部

金
津
電
気
工
事

金
津
　
三
秋
様
（
71
歳
）

第一種電気工事士定期講習のお知らせ
講習実施予定日

講　習　日　時 会　　場 申込書提出先（問合せ先）

2025年10月23日（木） 三重電気会館２階 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

2025年12月３日（水） 三重電気会館２階 日 本 電 気 協 会　 中 部 支 部 ℡052-934-7216

2026年１月22日（木） 三重電気会館２階 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862

※�講習会・研修会の開催一覧は、三重県電気工事業工業組合ホームページの「講習会等のお知らせ」
を確認してください。

実　　施　　日 時　　間 会　　　　　　場 備　　考

2025年11/１（土）、８（土）、15（土） ９：00～18：00 四日市：ポリテクセンター三重
毎週土曜日

（３日間）

　実　技

実　　施　　日 時　　間 会　　　　　　場 備　　考

2025年

９/６（土）、13（土）、20（土）、27(土）
９：00～16：00 四日市：ポリテクセンター三重

毎週土曜日

（４日間）

〈「第一種電気工事士」受験準備講習会〉

　学　科

誤結線・誤接続
の撲滅
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○就業中のケガが補償されます。（通勤途上を含みます。）
□死亡保険金・後遺障害保険金は、最高 万円が支払われます。
□入院保険金は、 プランでは日額 円が、 プランでは 円が支払われます。

事故の発生日から 日を限度
□手術保険金は、入院保険金日額の 倍（外来時）または１０倍（入院時）が支払われます。
□通院保険金は、 プランでは日額 円が、 プランでは日額 円が支払われます。

事故の発生日から 日以内の 日が限度
○地震、噴火またはこれらによる津波によるケガも補償されて安心です。
〇熱中症も補償できます。
〇１人あたりの毎月の掛金（保険料 制度運営費）は、 プランが 円（保険料 円 制度運営費 円）

プランが 円（保険料 円 制度運営費 円）と大変お得です。

○退職金制度は従業員の大きな関心事です。
当退職金共済は、従業員の長期勤続を奨励し定着を促進しようとする趣旨から加入期間の長い人ほど有利に
なっているので従業員の定着化に大いに役立ちます。

○掛け金は、 円～ 円まで選択できます。（増額はいつでもお受けします。）
○経営事項審査項目の加点対象となっています。

～皆さん、従業員の福利厚生をいっそう充実いたしませんか～

★この広告は、概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。
★ご契約者 加入者 以外に補償の対象となる方 被保険者 がいらっしゃる場合にはその方にもパンフレットに記載した内容をお伝えください。
★取扱代理店は引受保険会社との委託契約に基づき、お客さまからの告知の受領、保険契約の締結・管理業務等の代理業務を行っております。
したがいまして、取扱代理店とご契約いただいて有効に成立したご契約につきましては、引受保険会社と直接契約されたものとなります。

〒 静岡県浜松市中央区鴨江 〒 静岡県浜松市中央区旭町 ２

お問い合わせ先
＜取扱代理店＞ ＜引受保険会社＞

一般社団法人東海電友共済会 損害保険ジャパン株式会社
浜松支店 浜松中央支社

退職金共済

災害補償共済（傷害総合保険）

労働災害包括共済（労災総合保険）
○従業員、下請従業員、臨時労働者、アルバイトなど従業員が労災事故に遭った場合に保険金が支払われます。
○年間掛金 保険料 制度運営費 は、年間完成工事高によって決定されます。
○年間掛金は年間完成工事高2,000万円あたり１口につき7,400円（保険料7,050円＋制度運営費350円）です。
○ 口あたりの保険金額
死亡保険金は 万円、後遺障害保険金 後遺障害等級 級～ 級 は 万円～ 万円が支払われます。
最高 口まで加入できます。

○経営事項審査項目の加点対象となっています。 年 月現在）

★上記退職金共済は、一般社団法人 東海電友共済会が独自で行っている共済制度です。

当共済会では退職金共済事業を継続事業とする非営利型の一般社団法人として事業活動を行っています。
主な営業種目は、退職金共済、災害補償共済、労働災害包括共済の３種目です。
いつでもご加入いただけますので是非ご活用ください。

(2025/02/13  SJ24-15402 ) 
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㈱三重県電気工事協力会　役員・顧問・参与一覧

役　職　名 氏　　　　名 合 同 会 社 備　　考

代表取締役
社　　　長 川 　 上 　 忠 　 康 津電気引込工事センター

代表取締役
副　社　長 石 　 原 　 和 　 夫 伊賀電気引込工事センター

代表取締役
副　社　長 鞆 　 田 　 博 　 章 伊勢電気引込工事センター

取　締　役 黒 　 田 　 幹 　 司 桑員電気引込工事センター

取　締　役 青 　 山 　 竜 　 也 南勢電気引込工事センター

取　締　役 藤 　 井 　 勝 　 也 四日市電気引込工事センター

取　締　役 土 　 性 　 昭 　 彦 鈴鹿電気引込工事センター

監　査　役 若 　 林 　 　 　 忠 四日市電気引込工事センター

監　査　役 水 　 本 　 松 　 一 南勢電気引込工事センター

2025年６月20日現在
新　　役　　員

2025年７月１日現在

役　職　名 氏　　　　名 事業所名・役職 備　　考

顧　　　 問 加 　 藤 　 隆 　 之 執行役員　三重支社長

参　　　 与 高 　 井 　 　 　 優 四日市支社長

〃 濱 　 口 　 宗 　 久 三重副支社長

〃 新 　 川 　 誠 　 二 伊賀営業所長

〃 安 　 藤 　 敏 　 幸 松阪営業所長

〃 岡 　 田 　 元 　 晴 尾鷲営業所長

〃 瀧 　 川 　 武 　 司 伊勢営業所長

〃 南 　 出 　 　 　 篤 桑名営業所長

〃 岡 　 野 　 直 　 高 鈴鹿営業所長

〃 稲 　 森 　 雅 　 樹 三重支社総務・広報・資材Ｇ長

〃 中 　 川 　 英 　 樹 三重支社契約Ｇ長

〃 渡 　 邊 　 康 　 久 三重支社配電建設Ｇ長

顧　問・参　与
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㈱三重県電気工事協力会

《2025年度　安全管理基本計画》
２０２５年度 安全管理基本計画

１ 基本計画
昇降柱訓練・教育訓練、安全パトロールなどを通じて、「安全作業必携」等に定められた基本事項の遵守を徹底し、基本に

忠実な作業の定着を図るとともに業務運営高度化に対応する。また、組織全体で「安全文化」の醸成を図り、作業災害および
公衆災害を撲滅する。

２ 実施項目

（１）基本事項の遵守の徹底
○店主・作業責任者は、作業者に対して、作業内容と有資格者を明確に指示、助言を確実に行う。
○共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練は、実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムを反映するととも
に、所定の回数・時間での実施および受講を徹底する。

○安全パトロールは、計画的に実施するとともに、重点項目の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォローにより
改善状況を確認する。

（２）業務運営高度化に係る対応
○引込工事センターの直営班施工能力を整備し、組織全体の安全施工体制を推進するとともに、工事店、個人の技能レベルに
応じた施工範囲の遵守を図る。

○訓練主催者・パトロール者の意識改革（契約元の責務、教育訓練・安全パトロールの意義を再認識）を図る。
（３）安全文化の醸成

○県社長は、自身が立てた「安全宣言」の定着および風化防止を図る。
○引込工事センター代表および電気工事店店主は、自身の安全に対する思いを従業員に伝える。
○従業員は、自身の「安全行動の誓い」を掲げる。

３ 具体的内容

（１）諸施策の展開 ●●はは、、今今年年度度パパトトロローールルのの最最重重要要項項目目

実 施 事 項 徹 底 内 容

有資格者（施工区分）による委託作業への
従事の徹底

◆店主・作業責任者による作業者への作業内容と有資格者を明確にした作業指示の
徹底

◆委託工事に従事する作業者に変更があった場合には、速やかに中部電力 へ届け出
るとともに、昇降柱訓練・教育訓練を受講したうえで従事させる旨の徹底

作
業
災
害

墜落制止用器具の確実使用と基本
動作の徹底

●●「「安安全全作作業業標標準準 柱柱上上作作業業 」」「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」「「電電気気工工事事協協力力会会ににおおけけるる
フフルルハハーーネネスス型型制制止止用用器器具具のの取取扱扱いい」」をを活活用用ししたた墜墜落落制制止止用用器器具具のの確確実実使使用用のの徹徹底底

◆ﾗﾝﾔｰﾄﾞﾌｯｸ取付位置 取付できる箇所・できない箇所）、安全呼称の確実実施の徹底
◆移動時、検電前における補助胴綱の確実使用の徹底

保護具・防具の確実使用の徹底 ●●「「安安全全作作業業標標準準（（柱柱上上作作業業・・計計器器作作業業））」」をを活活用用ししたた保保護護具具のの確確実実使使用用のの徹徹底底

検電の確実実施の徹底
◆第一足場、アームタイバンド、弱電、メッセンジャーワイヤーを含めた検電の確実
実施の徹底

柱上作業姿勢、安定した足場の徹底 ●●仮仮足足場場等等のの使使用用にによよるる安安定定ししたた足足場場のの確確保保のの徹徹底底

墜落制止器具の点検の徹底
◆店主・作業責任者による、「フルハーネス」「ランヤード」「ワークポジショニング
用器具」の定期点検の徹底

低圧活線（接近）作業時における監
督等の作業責任者の任務の徹底

●●作作業業責責任任者者にによよるる監監視視おおよよびび的的確確なな指指示示のの実実施施

◆店主による安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の内容の徹底

梯子・脚立の確実な固定の徹底
●●「「安安全全作作業業標標準準（（梯梯子子・・脚脚立立使使用用時時））」」「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」、、災災害害事事例例をを活活用用
しし、、現現場場状状況況にに応応じじたた固固定定方方法法のの選選択択とと確確実実実実施施のの徹徹底底

◆作業用梯子［改良型］（連合会推奨品）の積極的活用の徹底

高所作業車の的確な使用の徹底

●●「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」「「安安全全作作業業必必携携」」をを活活用用ししたたアアウウトトリリガガーーのの確確実実なな張張出出・・
固固定定・・収収納納、、輪輪止止めめのの確確実実なな使使用用、、車車両両ののギギアア 変変速速機機 のの中中立立状状態態確確認認のの徹徹底底

◆使用前の作業範囲規制装置および緊急停止装置などの動作確認の徹底
◆「訓練プランニングシート」、高所作業車搭乗時の墜落制止用器具使用の徹底

ループ張替標準手順での施工の
徹底 ◆「低圧引込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づく作業の徹底

公
衆
災
害

柱上作業における作業責任者の任
務の徹底

◆安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の徹底
◆柱上作業者に対するの確認と「意思疎通（安全呼称）」応答の実施

作業区域内への公衆の進入防止を
目的とした標識類の設置の徹底

◆高所作業車（ブーム下含む）および柱直下のセフティーコーン・プラチェーン等の
併用による作業区域の適正確保ならびに高所作業車へ接地取付の徹底

法令遵守の徹底 ◆安全教育用ビデオ等を活用した「作業責任者の任務」の重要性等の徹底

災害ならびに施工不完全事故発生時の速
やかな報告の徹底

◆店主による安全作業必携「災害報告と災害防止対策」の内容の徹底

（２）実現場作業に則した昇降柱訓練・教育訓練の実施

◆共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練の確実な実施および受講（１回／毎年、所定の時間で開催）し、Ｓランクにつ
いては安全パトロールを主体に実施する。

協力工事店Ｃ 計器 への教育訓練についても、全計器委託店を対象に１回／毎年開催する
◆実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムの作成実施

（引込線の接続、保護具・防具の取付、梯子の固定、高所作業車の設置・作業区域確保 等）
＊昇降柱訓練においては、待機時間等を活用し、同ランク者の訓練実施状況を確認しつつ自意識の高揚に努める。
＊高所作業車の設置ではビデオ（長野県電気工事協力会作成）や （メーカー作成）を活用する、ループ張替は「低圧引
込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づき実施するが、新人においては平成２７年に実施した技能講習受
講者が十分実施し、実現場安全パトロールにおいて確認する。

＊ 年 月発生 計器焼損事象の対策定着のため、 計器を使用して合いマークの実施および自主検査が的確に実
施されていることを確認する。

◆従業員名簿による受講対象者（引込線・計器作業従事者）に対して、訓練主催者は訓練中の災害・事故等の可能性を考慮し、
訓練受講者への傷害保険の加入状況を確認する。

（３）安全パトロールおよび訓練の効果的な展開
◆共同受注契約書に基づいたパトロール計画の策定
◆県下の安全パトロール指摘事項集約票 弱点の把握 を活用した効果的な展開
◆直近の昇降柱訓練・教育訓練、再パトロールによる重点事項の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォローの実
施および同種災害撲滅に向けた再発防止策等の共有化情報の水平展開

◆今年度のパトロールの最重要項目については、パトロール者が特に意識してチェックし、問題が確認された場合には、「作
業を中断させてその場で指導する」などにより安全意識向上を徹底する。

◆㈱三重県電気工事協力会による安全パトロールの実施 （各直営班の 班に対し１回以上／年）
◆安全パトロール者の育成

＊各県協力会・センターは昇降柱訓練や各種パトロールの同行指導により、安全パトロール者の育成を図る。
◆各センター訓練状況の自由視察と意見交換（各センターの都合に合わせて自由に交流）
（開催日時は、各センター決定次第本部事務局へ連絡し、本部事務局から各センターへ情報共有する。）

（４）会 議

会 議 実施箇所 頻 度 実施内容

委託作業

安全推進会議

㈱三重県電気

工事協力会

電気引込工事

センター

回 期

以上

◆実行性のある安全施策（教育･安全パトロール等）の創出および実践

◆災害、安全管理基本計画に基づく取組結果の評価の共有化および各種対

策の水平展開による「繰り返し災害」の撲滅

◆安全管理基本計画に基づく取組状況の報告（進捗確認）

安全品質

委員会

㈱三重県電気

工事協力会

回 期

以上

◆課題の現状把握と目指すべき成果を目標とする見える化と具現化

◆直営班間の安全施策共有化による施工品質の向上

◆具体策の実践・評価・改善 ＰＤＣＡ）による定着化

安全技術

委員会

㈱三重県電気

工事協力会

電気引込工事

センター

必要の

都度

◆安全管理基本計画の立案およびＰＤＣＡの実践

◆各種災害、事故に対する対応策の検討および周知

◆引込および内線工事技能オリンピック大会の運営および支援

定例会
電気引込工事

センター

回 ヶ月

以上
◆タイムリーな情報共有と安全施策の周知・徹底

（５）業務運営高度化に係る対応
◆直営班施工能力の整備ならびに複雑装柱箇所での引込線工事を引込工事センター直営班での施工の推進
◆訓練主催者、パトロール者の意識改革による教育訓練、安全パトロールの充実化

＊県協力会または引込工事センターは、パトロールにおける指摘状況や災害事例等を踏まえて直営机上教育を開催するなど、
意識改革を図る。なお、中部電力 ㈱様には引き続き教育訓練、安全パトロールに参加頂き効果的なアドバイスを頂く。

◆作業者が希望する従事者ランクに応じた教育訓練および従事者ランク・工事店ランクの技能認定の確実な実施
◆「従業員名簿に記載する作業者は直営従業員に限定」する旨の徹底
◆◆高高圧圧間間接接活活線線工工法法のの確確実実なな習習得得とと認認定定

（６）安全文化の醸成に向けた対応

◆県社長は、自身が掲げた「安全宣言」をあらゆる会合等の場で繰り返し発信し定着を図る。
◆引込工事センター代表および工事店店主は、自身の「安全宣言」を従業員に浸透させる。
◆従業員は、自身の「安全行動の誓い」を掲げ安全意識の高揚を図る。 以 上

株式会社 三重県電気工事協力会 
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２０２５年度 安全管理基本計画

１ 基本計画
昇降柱訓練・教育訓練、安全パトロールなどを通じて、「安全作業必携」等に定められた基本事項の遵守を徹底し、基本に

忠実な作業の定着を図るとともに業務運営高度化に対応する。また、組織全体で「安全文化」の醸成を図り、作業災害および
公衆災害を撲滅する。

２ 実施項目

（１）基本事項の遵守の徹底
○店主・作業責任者は、作業者に対して、作業内容と有資格者を明確に指示、助言を確実に行う。
○共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練は、実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムを反映するととも
に、所定の回数・時間での実施および受講を徹底する。

○安全パトロールは、計画的に実施するとともに、重点項目の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォローにより
改善状況を確認する。

（２）業務運営高度化に係る対応
○引込工事センターの直営班施工能力を整備し、組織全体の安全施工体制を推進するとともに、工事店、個人の技能レベルに
応じた施工範囲の遵守を図る。

○訓練主催者・パトロール者の意識改革（契約元の責務、教育訓練・安全パトロールの意義を再認識）を図る。
（３）安全文化の醸成

○県社長は、自身が立てた「安全宣言」の定着および風化防止を図る。
○引込工事センター代表および電気工事店店主は、自身の安全に対する思いを従業員に伝える。
○従業員は、自身の「安全行動の誓い」を掲げる。

３ 具体的内容

（１）諸施策の展開 ●●はは、、今今年年度度パパトトロローールルのの最最重重要要項項目目

実 施 事 項 徹 底 内 容

有資格者（施工区分）による委託作業への
従事の徹底

◆店主・作業責任者による作業者への作業内容と有資格者を明確にした作業指示の
徹底

◆委託工事に従事する作業者に変更があった場合には、速やかに中部電力 へ届け出
るとともに、昇降柱訓練・教育訓練を受講したうえで従事させる旨の徹底

作
業
災
害

墜落制止用器具の確実使用と基本
動作の徹底

●●「「安安全全作作業業標標準準 柱柱上上作作業業 」」「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」「「電電気気工工事事協協力力会会ににおおけけるる
フフルルハハーーネネスス型型制制止止用用器器具具のの取取扱扱いい」」をを活活用用ししたた墜墜落落制制止止用用器器具具のの確確実実使使用用のの徹徹底底

◆ﾗﾝﾔｰﾄﾞﾌｯｸ取付位置 取付できる箇所・できない箇所）、安全呼称の確実実施の徹底
◆移動時、検電前における補助胴綱の確実使用の徹底

保護具・防具の確実使用の徹底 ●●「「安安全全作作業業標標準準（（柱柱上上作作業業・・計計器器作作業業））」」をを活活用用ししたた保保護護具具のの確確実実使使用用のの徹徹底底

検電の確実実施の徹底
◆第一足場、アームタイバンド、弱電、メッセンジャーワイヤーを含めた検電の確実
実施の徹底

柱上作業姿勢、安定した足場の徹底 ●●仮仮足足場場等等のの使使用用にによよるる安安定定ししたた足足場場のの確確保保のの徹徹底底

墜落制止器具の点検の徹底
◆店主・作業責任者による、「フルハーネス」「ランヤード」「ワークポジショニング
用器具」の定期点検の徹底

低圧活線（接近）作業時における監
督等の作業責任者の任務の徹底

●●作作業業責責任任者者にによよるる監監視視おおよよびび的的確確なな指指示示のの実実施施

◆店主による安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の内容の徹底

梯子・脚立の確実な固定の徹底
●●「「安安全全作作業業標標準準（（梯梯子子・・脚脚立立使使用用時時））」」「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」、、災災害害事事例例をを活活用用
しし、、現現場場状状況況にに応応じじたた固固定定方方法法のの選選択択とと確確実実実実施施のの徹徹底底

◆作業用梯子［改良型］（連合会推奨品）の積極的活用の徹底

高所作業車の的確な使用の徹底

●●「「訓訓練練ププラランンニニンンググシシーートト」」「「安安全全作作業業必必携携」」をを活活用用ししたたアアウウトトリリガガーーのの確確実実なな張張出出・・
固固定定・・収収納納、、輪輪止止めめのの確確実実なな使使用用、、車車両両ののギギアア 変変速速機機 のの中中立立状状態態確確認認のの徹徹底底

◆使用前の作業範囲規制装置および緊急停止装置などの動作確認の徹底
◆「訓練プランニングシート」、高所作業車搭乗時の墜落制止用器具使用の徹底

ループ張替標準手順での施工の
徹底 ◆「低圧引込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づく作業の徹底

公
衆
災
害

柱上作業における作業責任者の任
務の徹底

◆安全作業必携「第２章 作業責任者の任務」の徹底
◆柱上作業者に対するの確認と「意思疎通（安全呼称）」応答の実施

作業区域内への公衆の進入防止を
目的とした標識類の設置の徹底

◆高所作業車（ブーム下含む）および柱直下のセフティーコーン・プラチェーン等の
併用による作業区域の適正確保ならびに高所作業車へ接地取付の徹底

法令遵守の徹底 ◆安全教育用ビデオ等を活用した「作業責任者の任務」の重要性等の徹底

災害ならびに施工不完全事故発生時の速
やかな報告の徹底

◆店主による安全作業必携「災害報告と災害防止対策」の内容の徹底

（２）実現場作業に則した昇降柱訓練・教育訓練の実施

◆共同受注契約に基づく昇降柱訓練・教育訓練の確実な実施および受講（１回／毎年、所定の時間で開催）し、Ｓランクにつ
いては安全パトロールを主体に実施する。

協力工事店Ｃ 計器 への教育訓練についても、全計器委託店を対象に１回／毎年開催する
◆実現場作業および災害事例に基づいた訓練カリキュラムの作成実施

（引込線の接続、保護具・防具の取付、梯子の固定、高所作業車の設置・作業区域確保 等）
＊昇降柱訓練においては、待機時間等を活用し、同ランク者の訓練実施状況を確認しつつ自意識の高揚に努める。
＊高所作業車の設置ではビデオ（長野県電気工事協力会作成）や （メーカー作成）を活用する、ループ張替は「低圧引
込線無停電張替工法【三重県電気工事協力会】」に基づき実施するが、新人においては平成２７年に実施した技能講習受
講者が十分実施し、実現場安全パトロールにおいて確認する。

＊ 年 月発生 計器焼損事象の対策定着のため、 計器を使用して合いマークの実施および自主検査が的確に実
施されていることを確認する。

◆従業員名簿による受講対象者（引込線・計器作業従事者）に対して、訓練主催者は訓練中の災害・事故等の可能性を考慮し、
訓練受講者への傷害保険の加入状況を確認する。

（３）安全パトロールおよび訓練の効果的な展開
◆共同受注契約書に基づいたパトロール計画の策定
◆県下の安全パトロール指摘事項集約票 弱点の把握 を活用した効果的な展開
◆直近の昇降柱訓練・教育訓練、再パトロールによる重点事項の指摘を受けた作業者に対する確実かつ継続的なフォローの実
施および同種災害撲滅に向けた再発防止策等の共有化情報の水平展開

◆今年度のパトロールの最重要項目については、パトロール者が特に意識してチェックし、問題が確認された場合には、「作
業を中断させてその場で指導する」などにより安全意識向上を徹底する。

◆㈱三重県電気工事協力会による安全パトロールの実施 （各直営班の 班に対し１回以上／年）
◆安全パトロール者の育成

＊各県協力会・センターは昇降柱訓練や各種パトロールの同行指導により、安全パトロール者の育成を図る。
◆各センター訓練状況の自由視察と意見交換（各センターの都合に合わせて自由に交流）
（開催日時は、各センター決定次第本部事務局へ連絡し、本部事務局から各センターへ情報共有する。）

（４）会 議

会 議 実施箇所 頻 度 実施内容

委託作業

安全推進会議

㈱三重県電気

工事協力会

電気引込工事

センター

回 期

以上

◆実行性のある安全施策（教育･安全パトロール等）の創出および実践

◆災害、安全管理基本計画に基づく取組結果の評価の共有化および各種対

策の水平展開による「繰り返し災害」の撲滅

◆安全管理基本計画に基づく取組状況の報告（進捗確認）

安全品質

委員会

㈱三重県電気

工事協力会

回 期

以上

◆課題の現状把握と目指すべき成果を目標とする見える化と具現化

◆直営班間の安全施策共有化による施工品質の向上

◆具体策の実践・評価・改善 ＰＤＣＡ）による定着化

安全技術

委員会

㈱三重県電気

工事協力会

電気引込工事

センター

必要の

都度

◆安全管理基本計画の立案およびＰＤＣＡの実践

◆各種災害、事故に対する対応策の検討および周知

◆引込および内線工事技能オリンピック大会の運営および支援

定例会
電気引込工事

センター

回 ヶ月

以上
◆タイムリーな情報共有と安全施策の周知・徹底

（５）業務運営高度化に係る対応
◆直営班施工能力の整備ならびに複雑装柱箇所での引込線工事を引込工事センター直営班での施工の推進
◆訓練主催者、パトロール者の意識改革による教育訓練、安全パトロールの充実化

＊県協力会または引込工事センターは、パトロールにおける指摘状況や災害事例等を踏まえて直営机上教育を開催するなど、
意識改革を図る。なお、中部電力 ㈱様には引き続き教育訓練、安全パトロールに参加頂き効果的なアドバイスを頂く。

◆作業者が希望する従事者ランクに応じた教育訓練および従事者ランク・工事店ランクの技能認定の確実な実施
◆「従業員名簿に記載する作業者は直営従業員に限定」する旨の徹底
◆◆高高圧圧間間接接活活線線工工法法のの確確実実なな習習得得とと認認定定

（６）安全文化の醸成に向けた対応

◆県社長は、自身が掲げた「安全宣言」をあらゆる会合等の場で繰り返し発信し定着を図る。
◆引込工事センター代表および工事店店主は、自身の「安全宣言」を従業員に浸透させる。
◆従業員は、自身の「安全行動の誓い」を掲げ安全意識の高揚を図る。 以 上

株式会社 三重県電気工事協力会 令和７年８月発行 三　重　電　気　会　報 　　　　第137号 （14）



安全対策行事各合同会社実施状況表

㈱三重県電気工事協力会

（２０２４年度）

項　目

安

全

推

進

会

議

自主安
全パト
ロール

安全パト
ロール

災
害
事
例
検
討
会

保
護
具
防
具
の
点
検

計

測

器

の

点

検　
　

昇

降

柱

訓

練

安

全

作

業

訓

練

安

全

講

習

会

新
規

高
所
作
業
車
保
安
講
習

建
設
業
に
お
け
る
職
長
等
及

び
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
に
準
じ
た
教
育

そ

の

他

事

業

店

 

　

数

現

 

　

場

店

 

　

舗

引
込
工
事
訓
練

回数等
２　

回

自
主
パ
ト

ロ
ー
ル
店
数

カ　

所
店

都
度
回

２　

回

参
加
店

１　

回

参
加
店

１　

回

名
（%）

１　

回

名
（%）

都
度
回

都
度
回

都
度
回

名
都
度
回

都
度
回

津 2 42 6 22 6 2 74 1 37 2
101

（100％）
2

148
（100％）

6 0 1 36 0 0

伊　賀 2 0 17 43 10 2 86 1 43 1
80

（99％）
1

80
（99％）

1 0 1 41 0 1

南　勢 2 151 15 0 6 3 167 1 84 2
141

（100％）
3

141
（100％）

6 0 4 15 0 4

伊　勢 2 114 12 16 6 2 183 2 183 3
96

（100％）
4

172
（100％）

6 0 3 170 0 7

四日市 2 0 12 3 3 2 155 2 155 1
112

（97％）
3

174
（97％）

0 3 1 47 1 0

桑　員 2 47 26 0 8 2 93 1 47 1
88

（100％）
1

88
（100％）

2 0 1 52 2 1

鈴　鹿 2 31 10 20 6 2 79 1 39 1
64

（100％）
1

64
（100％）

6 1 1 80 1 1

計 14 385 98 104 45 15 837 9 588 11
682

（99.4％）
15

867
（99.4％）

27 4 12 441 4 14
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年　　月　　日

三重県電気工事業工業組合　➡ 株式会社全日電工連総合サービス　御中
組合員様 ＦＡＸ番号　03-5442-2758
下記※必須項目記入後ＦＡＸ又はメール E-Mail　　　hoken@zndss.co.jp

　　　　ご連絡が入り、「レンタカー法人会員契約書」が郵送されますので、必要事項をご記入のうえ、
　　　　同封の返信封筒にてご返信頂きますようお願い申し上げます。

※・・・必須項目記入

※会社メールアドレス

※所在地 〒

※電話番号 ＦＡＸ番号

＊三重県電気工事業工業組合　組合員様で申込をしていただきますので
　レンタカー法人会員様契約書が送られてきます。

 組合員様より㈱全日電工連総合サービスへ申込受付票をＦＡＸ又はメールをしていただく。
2. オリックスレンタカーより申込書が届く。
3. 申込書類を返信用封筒にて送付。

　津市垂水字焼尾2612-93
※1. ～3.の手続きを組合員様にてお願いいたします。 　三重県電気工事業工業組合

　ＴＥＬ：059-226-4862

～　お問い合わせ先　～

全日電工連認定

レンタカー制度　法人会員申込受付票

㈱全日電工連総合サービスへメールまたはFAXにてお申込後、オリックス自動車よりご担当者宛に

※所属県工組

※事業所名

【　全日電工連認定　レンタカー制度のご利用について　】

ご担当者

※支部
支部

部署

三重県電気工事業工業組合
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※�中部近畿産業保安監督部ホームページより〔次ページ赤枠①②③にあてはまる方で認定電気工
事従事者認定証を申請される方〕
１．�第一種電気工事士試験に合格した方の申請に必要な書類等（第一種電気工事士免状を取得された方は、「認

定電気工事従事者認定証」よりも上の資格をお持ちですので不要です。必要な方のみ申請してください。）
　⑴　認定申請書
　⑵　認定証交付申請書
　⑶　第一種電気工事士試験合格証の写し
　⑷　住民票等（住所・氏名及び生年月日を確かめるに足りる書類）
　⑸　写真２枚（縦４cm×横３cm、裏面に生年月日・氏名を記入）
　⑹　返信用封筒（定型封筒に宛名、宛先、郵便番号、切手は不要）
　⑺　手数料：収入印紙4,700円（交付申請書右上に貼付のこと）

２�．�第二種電気工事士（或いは、電気主任技術者免状の交付を受けた者、電気事
業主任技術者）であって、実務経験３年以上の方の申請に必要な書類

　⑴　認定申請書
　⑵　認定証交付申請書
　⑶　第二種電気工事士免状又は電気主任技術者免状の写し
　⑷　実務経験証明書（免状取得後３年以上の実務経験）
　⑸　住民票等（住所・氏名及び生年月日を確かめるに足りる書類）
　⑹　写真２枚（縦４cm×横３cm、裏面に生年月日・氏名を記入）
　⑺　返信用封筒（定型封筒に宛名、宛先、郵便番号、切手は不要）
　⑻　手数料：収入印紙4,700円（交付申請書右上に貼付のこと）

３�．�第二種電気工事士（或いは、電気主任技術者免状の交付を受けた者、電気事
業主任技術者）であって、認定講習修了者の方の申請に必要な書類

　⑴　認定申請書
　⑵　認定証交付申請書
　⑶　第二種電気工事士免状又は電気主任技術者免状の写し
　⑷　講習終了証明証等（その他講習に関する書類）
　⑸　住民票等（住所・氏名及び生年月日を確かめるに足りる書類）
　⑹　写真２枚（縦４cm×横３cm、裏面に生年月日・氏名を記入）
　⑺　返信用封筒（定型封筒に宛名、宛先、郵便番号、切手は不要）
　⑻　手数料：収入印紙4,700円（交付申請書右上に貼付のこと）

〒460-8510  愛知県名古屋市中区三の丸2−5−2
中部近畿産業保安監督部　電力安全課

TEL：052−951−2817

中部近畿産業保安監督部の管轄区域は次のとおりです。

長野県
愛知県
岐阜県（不破郡関ヶ原町（昭和29年８月31日における旧今須村の区域に限る。）を除く。）
静岡県�（熱海市、沼津市、三島市、富士宮市（昭和31年９月29日における旧庵原郡内房村の区域を除く。）、

伊東市、富士市（平成20年10月31日における旧庵原郡富士川町の区域を除く。）、御殿場市、裾野市、
下田市、伊豆市、伊豆の国市、田方郡、加茂郡及び駿東郡を除く。）

三重県�（熊野市（昭和29年11月２日における旧南牟婁郡新鹿村、荒坂村及び泊村の区域以外の区域に
限る。）及び南牟婁郡を除く。）

※�申請書、実務経験の記入方法も詳しく教えてくれます。「ご本人様より連絡をお願いします。」
とのことです。

提出先
お問い合わせ先
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「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」と
い
う
資
格
を

ご
存
知
で
す
か
！

「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
方
は

　
自
家
用
電
気
工
作
物
に
係
る
電
気
工
事
の
う
ち
、簡
易
電
気
工
事「
電
圧
6
0
0
V
以
下
で
使
用
す
る
電
気
工
作
物
の

工
事（
電
線
路
に
係
る
も
の
を
除
く
）に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
下
図
参
照
、電
気
工
事
士
法
第
3
条
第
4
項
）

電
気
工
事
士
等
の
資
格
と
従
事
で
き
る
工
事
範
囲

一
般
財
団
法
人
 電
気
工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

（
無
断
複
写
、複
製
、転
写
等
を
禁
じ
ま
す
。）

　
電
気
工
事
士
法
で
は
、高
圧
で
受
電
す
る
ビ
ル
等
の
最
大
電
力
5
0
0
kW
未
満
の
需
要
設
備
を「
自
家

用
電
気
工
作
物
」と
定
義
し
て
お
り
、一
般
用
電
気
工
作
物
の
電
気
工
事
を
対
象
と
し
た「
第
二
種
電
気

工
事
士
」の
資
格
の
み
で
は
、自
家
用
電
気
工
作
物
に
係
る
電
気
工
事（
簡
易
電
気
工
事
）に
従
事
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
家
用
電
気
工
作
物

（
発
電
所
、
変
電
所
、
送
電
線
路
、
保
安
通
信
設
備
、
最
大
出
力
500kW

以
上
の
需
要
設
備
）

自
家
用
電
気
工
作
物
（
最
大
電
力
500kW

未
満
の
需
要
設
備
）

電気事業法
電気工事士法

一
般
用
電
気
工
作
物

第
二
種
電
気
工
事
士

認
定
電
気
工
事
従
事
者

特
殊
電
気
工
事
資
格
者

（
ネ
オ
ン
工
事
）

特
殊
電
気
工
事
資
格
者

（
非
常
用
予
備
発
電
装
置
工
事
）

第
一
種
電
気
工
事
士

（電気主任技術者等の保安監督範囲）

高
圧
受
電

電
圧
600V

以
下

低
圧
受
電

変
圧
器

簡
易
電
気
工
事

  電
圧
６
０
０
V以
下
で
使
用
す
る

  電
気
工
作
物
の
工
事

  （
電
線
路
に
係
る
も
の
を
除
く
）

「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」認
定
講
習
の
受
講
対
象
者

（
注
）次
の
方
は
認
定
講
習
を
受
講
し
な
く
て
も
、住
所
地
を
所
管
す
る
産
業
保
安
監
督
部
へ
直
接
申
請
し
、認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
 第
一
種
電
気
工
事
士
試
験
合
格
者

②
 第
二
種
電
気
工
事
士
免
状
交
付
後
、電
気
に
関
す
る
工
事
の
実
務
経
験
が
3
年
以
上
あ
る
方

③
 電
気
主
任
技
術
者
免
状
交
付
後
、電
気
工
作
物
の
工
事
、維
持
も
し
く
は
運
用
に
関
す
る
実
務
経
験
が
3
年
以
上
あ
る
方

（
注
）講
習
日
前
日
ま
で
に
免
状
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、認
定
講
習
を
修
了
し
て
も
認
定
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」認
定
証
の
交
付
申
請
先

当
講
習
セ
ン
タ
ー
の「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」認
定
講
習
修
了
後
、住
所
地
を
所
管
す
る
産
業
保
安

監
督
部
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。産
業
保
安
監
督
部
に
お
い
て
、簡
易
電
気
工
事

に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る
と「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
」認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
に
は
、当
講
習
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
、「
認
定
電
気
工
事
従
事
者
認
定
講
習
修
了
証
」及
び「
認
定
電
気
工
事
従
事
者

認
定
講
習
講
師
の
資
格
証
明
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

https://w
w
w
.eei.or.jp/approval/

一
般
財
団
法
人
 電
気
工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
5
-0
0
0
4
　
東
京
都
港
区
新
橋
4
-7
-2
  6
東
洋
海
事
ビ
ル
4
階

T
E
L：0
3
-3
4
3
5
-0
8
9
7
　
https://w

w
w
.eei.or.jp/

1
第
二
種
電
気
工
事
士
の

免
状
交
付
を
受
け
た
方

第
二
種
電
気
工
事
士
の

免
状
交
付
を
受
け
た
方

2
電
気
主
任
技
術
者
の

免
状
交
付
を
受
け
た
方

電
気
主
任
技
術
者
の

免
状
交
付
を
受
け
た
方

「
認
定
講
習
受
講
」を
希
望
す
る
方
は
、

当
講
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
定
電
気
工
事
従
事
者
認
定
講
習

前ページへ


